
第６学年１組 算数科学習指導案

（ ）授業者 教諭 峠 きよみ ６－１教室

（ ）教諭 上坂 桂子 ６－３教室

１ 単元名 体積

２ 単元の目標

(1) 単位となる大きさのいくつ分として，ものの大きさを数値化することのよさがわか

， 。 （ ）り 進んでこれを活用しようとする 算数への関心・意欲・態度

(2) 直方体や立方体の体積公式を考え出したり，これを活用して簡単な複合図形の体積

。 （ ）の求め方を工夫したりすることができる 数学的な考え方

(3) 直方体や立方体の体積を求めたり，身の回りのものの概形をとらえて，その面積や

。 （ ）体積を概測したりすることができる 数量や図形についての表現・処理

(4) 体積の意味がわかり，単位㎤や㎥を知るとともに，かさとの関係をとらえることが

。 （ ）できる 数量や図形についての知識・理解

３ 単元について

これまでに児童は，３年生の「かさしらべ」の学習を通して，感覚的に体積の概念

を身につけている。また，４年生の「面積」の単元では，面積が２次空間の広がりを表

すもので，単位面積の個数で測定できることを理解している。

本単元は「１ 直方体・立方体の体積 「２ 大きな体積 「３ およその形と大き」 」

さ」の３つの小単元から構成されている 「１ 直方体・立方体の体積」では普遍単位。

の必要性を意識し，測定の仕方を考えて体積を求める公式づくりをする 「２ 大きな。

体積 では大きな単位の体積 ㎥ を求める活動で既習の公式の拡張と活用をする ３」 （ ） 。「

およその形と大きさ」は身の回りのものの概形をとらえて面積や体積を求めるととも

に，体験活動を通してかさの単位 と体積の単位㎤との関係に気づかせている。ã

学習の中で，体積の大小を比べる方法を考えたり，１㎤の立方体を積み重ねて直方体

， 。や立方体を作ったりする活動を行うことは 量感を育てることにつながると考えられる

また，身の回りのものの体積を概算によって調べる活動などは，生活に役立つ豊かな感

覚を育てることにつながるであろう。

４ 児童について （37名）

どの学習にも積極的に取り組む児童が多いが，数人の児童は算数に苦手意識を持ち，

集中して取り組めないことがある。面積や量の測定の分野に興味関心を持っている児童

が多いので，本単元「体積」にも興味を持って取り組んでくれるのではないかと思う。

長方形や正方形の公式や計算はこれまでにもよくできていることから，公式は理解すれ

ば定着する児童が多いと考えられ，体積の公式もしっかり理解し応用できるように支援

したい 「面積」の単元で学習した単位面積の感覚は，同じように１ の立方体を単位。 ㎤

にして体積を求めるという考え方に応用できる。また，Ｌ字型の面積を求める方法も学

習していることから，本時の学習にもすんなりと入ることができると考えられる。しか

し，単位関係の理解が不十分であると思われるので，既習の内容も確認しながら単位の

相互関係をしっかりつかませていきたい。

今までに学習した面積やかさの問題を中心にしたレディネステストの結果は以下の通

りである （37人中の正答数）。



〔関心・意欲〕算数の学習で好きな内容 （複数回答）

①小数や整数のかけ算やわり算をしたり，倍数や公倍数・約数や公約数書写・

文字の組み立て方と字配りを求めたりする分数のたし算やひき算をするこ

と。 19人

②長方形や正方形の面積を求めたり，物の長さやかさ・重さをはかったりする

こと。 22人

③表やグラフを利用してきまりや変わり方を見つけること。 18人

〔知識・理解〕面積やかさの単位の変換

㎡＝10000㎠ ㎢＝1000000㎡ 3人①１ ６人 ②１

③１ ④１ １０００ 23人ℓ＝１０ 24人 ℓ＝å ã

〔表現・処理〕かさの加減算と面積を求める問題

①25 35人 ②５ 27人å å å å＋38 ＝63 ℓ８ －３ ℓ＝２．８ ℓ

③縦７ｍ，横９ｍの教室の面積 35人

④１辺が20ｍの正方形のプールの面積 32人

〔数学的な考え方〕いろいろな方法で面積を求める問題

①１ の単位面積を使って長方形の面積を求める｡ 29人㎠

②Ｌ字型の図形の面積をいろいろな方法で求める。

・２つの部分に分けて求める。

（横に切る） ４人 （縦に切る） 21人

・大きな長方形から欠けている部分を引く。 8人

５ 指導について

指導体制

本年度は教科担任制をとっている。６年生の算数科においては２名の教員で指導を行

っており，多様な指導体制が可能である。

本単元では，１学期に学習した直方体や立方体の量的側面に着目し，体積や容積の普



遍単位の必要性や測定の意味をとらえさせることになる。児童は今までにかさや面積の

学習を通して測定の意味や単位の必要性を学んできているが，体積は面積と違い空間的

な広がりがあるため，概念の理解には個人差があると予想される。そこで学級２分割の

習熟度別コースを設定し学習を進めていくことにした。児童のコース選択は，レディネ

ステストの結果をふまえて本人の意志により決定した。

本時は 「１ 直方体・立方体の体積」で学習した体積の公式を利用して，複合図形，

の体積の求め方の工夫を扱う 「わくわくコース」では，Ｌ字型などの立体の体積を基。

。 ， ，本的な方法で求めることができるように学習活動を展開する その際 具体物を準備し

実際に手に取って考え方をイメージできるようにさせたい。そして，体積を求めるため

に必要な縦・横・高さの３辺に着目させながらどのようにして求積することができるの

かという方法を明確にさせていきたい 「きらきらコース」では，まず複合図形の体積。

を求める多様な方法を確認させ，さらに複雑な形の立体を段階を追って準備し，その体

積をより能率的な方法で求めていくという学習活動を展開させたい。

教材の工夫

体積について量感を持たせていくために具体物を使った活動を意識して取り入れてい

きたい。本時は，両コースともスタイロフォームで作った複合図形の模型を手に取りな

がら，どのように体積を求めていくかを考えさせていきたい。

また，普段から楽しみながら算数的活動ができるように，廊下に「おもしろ算数コー

ナー」を設置している。様々なコーナーで自発的な活動を促していきたい。

学び合い

学習の中では学び合いを意識した活動を取り入れている。課題をしっかりつかむ 思→

考する（自力解決） 学び合う（交流によって考えを深める） 表現する，という流れ→ →

を意識していきたい。

本時は，まず課題をつかむ場で，ＶＴＲを使うことによって課題解決に意欲的に取り

組めるように工夫する。次に思考の場では，自分の考えを記録できるワークシートを用

意したい。そして，グループで話し合う学び合いの場では，そのワークシートをもとに

話し合い分類していくことによって，グループのメンバー一人一人の意見を大切にさせ

たい。表現（発表）の場では，グループ毎に分類されたワークシートを黒板に掲示して

説明することにより，自分の意見が生きているという実感を持たせながらよりよい方法

を学び合えるようにしていきたい。

指導に生かす評価

児童の自己評価として，単元毎に学習振り返りカードを利用している。授業の始めに

分けて，その時間の学習のめあてを知ることにより，意欲を持って学習に臨めるように

なってきている。そして授業の終わりに，その時間の理解度と疑問や質問・感想などを

書かせることで，個々の到達度を把握し，個に応じた指導を適時に行い学習の定着を図

っている。

また，授業を進行しながら手早くチェックできるので座席による評価表も用い，クラ

ス担任と教科担任との情報交換に活用している。



６ 指導計画 （全１０時間配当）
時 学 習 内 容 ・ ね ら い 関 考 表 知 評 価 規 準
１ 【直方体と立方体の体積】 直方体の大きさを数値
直方体の大きさを表す方法を考え，体積の意味を理解し ◎ ○ 化する方法に興味を持
て，単位は であることを知る。 ち，体積の概念を理解à

して単位 に気づくこà
わくわくコース きらきらコース とができる．

２ 【体積の公式】 直方体や立方体の体積
，直方体や立方体の体積を計 直方体や立方体の体積を計 ◎ ○ の求める方法を理解し

算で求める方法を考え，そ 算で求める方法を考え，話 それを使って体積を求
の公式を理解し，計算する し合いを通してその公式を めることができる。
ことができる。 導き，体積を求めることが

できる。
３ 【大きな体積】 １ の意味を理解し，â

の単位を知り， と と の単位から， と との ◎ １ ＝1000000 を理解â â à â â à â à
の関係を理解し，１ の模 関係を導くことができ，１ できる。â
型を使って大きさを確かめ の模型を作ることができâ
る。 る。

４ 【体積の公式を使って】 小数のかけ算を適用し
体積の公式を使って，辺の 体積の公式を使って，辺の ◎ て，体積を求めること
長さが小数値の場合の直方 長さが小数値の場合の直方 ができる。
体や立方体の体積を求める 体や立方体の体積を求める
ことができる。 ことができる。

５ 【体積の求め方のくふう】 複合立体の体積を話し
Ｌ字型などの立体の体積を Ｌ字型などの立体の体積を ◎ 合いの中から多様な求

本 話し合いを通して考え，Ｕ 話し合いを通して学び合 め方を工夫して求める
時 字型やＴ字型の体積を求め い，工夫して求めることが ことができる。
ることができる。 でき，発展的により複雑な

立体の体積を興味を持って
調べることができる。

６ 【およその形と大きさ】 およその体積の見当を
概形をとらえ，およその面 概形をとらえ，およその面 ◎ つけたり，概形でとら
積や体積の求め方を見つけ 積や体積の求め方を工夫し えて体積を求めたりす
ることができる。 いろいろな概形のものの体 ることができる。

積を求めることができる。
７ 身の回りにある入れ物の概 身の回りにある入れ物の概 ○ ◎ 身のまわりの入れ物の
形を直方体としてとらえ， 形を直方体としてとらえ， 大きさに興味を持ち，

ç ç ç ãはいる水の体積から， ， はいる水の体積から， ， １ ＝1000
と との関係が理解でき と との関係を見つける １ ＝１ が理解できã à ã à ã à

る。 ことができる。 る。
【1000 の箱づくり】à

８ 1000 になる直方体の入れ 1000 になる直方体の入れ ◎ ○ 1000 になる直方体をà à à
ものの形をいろいろ工夫し ものの形を話し合いを通し いろいろ考えられる。
て考えることができる。 ていろいろ工夫し，展開図

をかくことができる。
９ 1000 の箱にはいる水のか 1000 の箱を製作し，はい ○ ◎ 水の場合à à
さや重さを計り，1000 ， る水のかさや重さを通して 1000 ＝１ℓ＝１kgの関à à
１ℓや１kgの関係を理解で 1000 と１ℓや１kgの関係 係に気づくことができà
きる。 に気づくことができる。 る。

10 ものの体積は，水に入れた ものの体積は，水に入れた ◎ 水に置き換えて体積を
際に増えた水の体積に等し 際に増えた水の体積に等し 求める方法に興味を持
いことを知り，いろいろな いことに気づき，いろいろ ち自ら調べることがで
ものの体積を水に置き換え なものの体積を，話し合い きる。
る方法で求めることができ を通して見つけることがで 既習事項を使って問題
る。 きる。 を解くことができる。



（ ）わくわくコース 授業者 教諭 峠きよみ ６－１教室

７ 本時の目標

， ， 。・自分の考えを持って グループの話し合いに積極的に参加し 学び合うことができる

・複合図形の体積を工夫して考え，求めることができる。

８ 準備物

ワークシート，立体模型，ＶＴＲ

９ 本時の学習過程

学 習 活 動 支援（・）と評価 （☆）

○ドリルをする。

○学習課題を把握する。 ・ＶＴＲにより課題を把握し，興味を

持って，問題を解こうとする意欲を

Ｌ字型のつづらの体積を求めよう。 高める。

○自分の考えをワークシートに書く。 ・ワークシートの図に補助線をかき込

・２つの直方体に分ける。 みながら考え方をまとめさせる。

（縦切り） ・４年生の時に複合図形の面積をどの

ように求めたかを想起させる。３×５×２＝３０

・ヒントコーナーに立体模型などを用５×２×２＝２０

意し参考にさせる。３０＋２０＝５０

・２つの直方体に分ける。 ・実物大の立体模型を一人一人に持た

（横切り） せ，手にとって眺めながら考え方を

イメージさせる。３×７×２＝４２

２×２×２＝８

☆Ｌ字型の複合立体の体積を工夫して４２＋８＝５０

・大きな直方体から欠けて 求めることができたか。

…ワークシート記録）いる直方体を引く。 （考

５×７×２＝７０

２×５×２＝２０

など７０－２０＝５０

○グループで話し合い，考え方を分類する。 ☆グループの話し合いに積極的に参加

（ワークシートを分類する ） し，自分の考えを出すことができた。

…話し合い活動の観察）か 関。 （

○発表し，グループ毎に分類されたワークシー ・ワークシートはグループ毎に色分け

トをまとめ，体積を求めるいろいろな方法を しておき，一人一人の考えが黒板上

理解する。 に存在することを意識させる。

・各々の方法に名前をつけさせ，印象

づける。

○Ｕ字型，Ｔ字型のどちらかの立体を選んで体 ・ワークシートの図に補助線をかき込

積を求める方法を考える。 みながら考え方をまとめさせる。

・実際には計算はせず，グループ内で

自分の考えを説明させる。

☆自分の言葉で複合立体の体積の求め

方を説明することができたか。

…ワークシート記録・話し合い活（考

動の観察）

○振り返りをする。
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きらきらコース 授業者 教諭 上坂桂子（６－３教室）

７ 本時の目標
・自分の考えを持ってグループの話し合いに意欲的に取り組むことができる。
・発展的な複合図形の体積を工夫して求めることができる。

８ 準備物
ワークシート，立体模型

９ 本時の学習過程
学 習 活 動 支援（・）と評価 （☆）

○ドリルをする。

○学習課題を把握する。 ・４年生の時に学習した複合図形の面積の
求め方を思い出させる。

Ｌ字型の立体の体積を求めよう。

，○自分の考えをワークシートに書く。 ・ワークシートの図に補助線をかき込ませ
・２つの直方体に分ける。(横切り,縦切り) 考え方や式がわかりやすくまとめられる
・大きな直方体から欠けている直方体をひく。 ように助言する。
○発表する。 ・聞き手にわかるように図を指し示しなが

ら説明できるように支援する。

☆Ｌ字型の体積の求め方をいろいろ工夫し
て考えることができたか。

（ ）考・・・ワークシート記録

○発展問題をする。 ・二人の名前のアルファベットを１文字ず
，つ立体図形にしたワークシートを用意し

アルファベット型立体の体積を求めよう。 グループごとにどちらかを選択し，分担
して体積を求めるよう支持をする。

○グループごとに２種類の文字から１つを選び，分担 ・三角柱が含まれている立体図形（ステッ
してそれぞれの体積を求める。 プ２）は，ヒントコーナーに補助線を引

いた立体模型を用意し支援する （三角。
①TOUGE ②UESAKA 柱は２つ合わせると立方体になるもの）

ｽﾃｯﾌﾟ1 T U E U E S
ｽﾃｯﾌﾟ2 O G A K ・早く終わった児童には他の方法を考えた

り，他の文字の手伝いをさせたりる。

○グループで体積のいろいろな求め方について話し合 ・話し合いが進むように助言する。
う。

○発表する。 ・黒板に掲示した図を使って，わかりやす
く説明できるように支援する。

○体積の合計を比べ，大きい方を見つける。 ☆一人一人が自分の考えを持ち，グループ
の話し合いや発表に意欲的に取り組んで
いたか （関・・・話し合い活動の観察）。

☆立体の体積を工夫して求めることができ
たか。 （考・・・ワークシート記録）

○ふり返りをする。
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